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「食と免疫 ～腸から健康を考える～」「食と免疫 ～腸から健康を考える～」

JAFI 2016大会ホームページ
http://www.jafi.jp/information/12st_gt.html

大会参加費：会員無料／非会員有料（一般 5,000円*／学生1,000円*）
懇 親 会 費：一般 6,000円*／学生 3,000円*
講演要旨集：2,000円
* 事前登録時の金額、当日参加登録の場合は1000円割増　事前登録を推奨いたします

一般演題募集締切り：8月18日（予定）

場　所：伊藤謝恩ホール（東京大学本郷キャンパス内）
日　時：平成28年11月9日（水）～10日（木）

大会長：南野 昌信（株式会社ヤクルト本社）

第12回日本食品免疫学会
学術大会(JAFI 2016)

● 第12回定例総会
● 一般演題 ポスター討論

「食事脂質の腸内細菌代謝から考える健康増進」 小川 　順 （京都大学）S1-1

「炎症性腸疾患に対する経腸栄養の作用メカニズムを見直す」 久松 理一 （杏林大学）S1-2

「Th1/Th2/Th17シグナルと腸管運動」 堀 　正敏 （東京大学）S1-3

「腸管における神経系と免疫系のクロストーク」 門脇   真 （富山大学）S1-4

● シンポジウム1 「腸の環境改善による免疫機能の制御」

● 一般演題 ショートプレゼンテーション
● 開会の辞

● 懇親会
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～ 昼食 ～

「最新のがん免疫治療から、未来の疾患予防と治療を考える　－生体モニタリング、生体制御－」 平家 勇司 （聖路加国際病院）S2-1

「腸内細菌叢由来代謝物質がもたらす生体修飾機構」 福田 真嗣 （慶應義塾大学）S2-2

「オルガノイド培養系を用いた腸管上皮細胞と味蕾細胞の機能解析」 岩槻    健 （東京農業大学）S2-3

「生体イメージングによる腸管でのシグナル可視化解析」 安達 貴弘 （東京医科歯科大学）S2-4

● シンポジウム2 「腸からの刺激を評価する ～食品の免疫調節機能の評価～」

● 閉会の辞

～ 昼食 ～
● ポスター賞授与式  学会賞授賞式・受賞講演

● 特別講演 「食品は腸の中で疾病を予防し健康を維持する」  原 博 (北海道大学)

「乳酸菌発酵果汁飲料の抗アレルギー作用」 水澤 直美 （（株）ヤクルト本社）S3-1

「食品による腸内微生物叢制御と免疫作用発現のメカニズム」 小田由里子（富士フイルム（株））S3-2

「農作物由来成分による免疫バランス制御」 田中 沙智 （信州大学）S3-3

「食品成分による骨代謝制御（仮題）」 宮浦 千里 （東京農工大学）S3-5

「食品成分によるオートファジー誘導と健康寿命伸長の可能性」 芦田   久 （近畿大学）S3-4

● シンポジウム3 「食品に期待される免疫調節機能」
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